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観
戦
記
者
・
倉
島
竹
二
郎

田
代
深
子

序
　

倉
島
竹
二
郎
（
一
九
〇
二
〈
明
治
三
五
〉
年
一
一
月
九
日-

一
九
八
六
〈
昭

和
六
一
年
〉
年
九
月
二
七
日
）
は
、『
国
民
新
聞
』
に
お
い
て
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
か
ら
将
棋
観
戦
記
を
書
き
は
じ
め
た
（
倉
島 
一
九
七
一
）。
そ
の
後
、

名
人
戦
第
一
期
（
一
九
三
五
〈
昭
和
一
〇
〉
年
）
よ
り
『
東
京
日
日
新
聞
』

（
現
毎
日
新
聞
）
の
嘱
託
観
戦
記
者
と
な
り
、
戦
中
戦
後
の
一
時
期
を
除

い
て
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
（
継
続
的
に
は
一
九
七
六
〈
昭
和
五
一
〉

年
）
ま
で
新
聞
紙
上
に
書
き
続
け
た
。
囲
碁
観
戦
記
も
手
が
け
、
ま
た
将

棋
雑
誌
や
一
般
雑
誌
に
も
囲
碁
将
棋
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
随
筆
を
寄
せ
て

い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
将
棋
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
ラ
ジ
オ
放
送
時
か
ら
棋
士
に

対
す
る
「
質
問
役
」
を
務
め
（
倉
島 

一
九
五
六
）、
テ
レ
ビ
放
映
に
な
っ
て

か
ら
も
一
九
八
一
年
ま
で
「
き
き
手
」
と
し
て
不
定
期
に
登
場
（『
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
』https://www.nhk.or.jp/archives/chronicle/search/?keyword

=%E5%80%89%E5%B3%B6%E7%
AB%B9%E4%BA%8C%E9%83%8E&op=0

&rec_count=50&page=1　
最
終
閲
覧
二
〇
二
三
年
一
月
三
日
）、
そ
の
大
柄
な
姿

を
将
棋
フ
ァ
ン
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　

倉
島
は
、
観
戦
記
者
と
な
る
直
前
ま
で
、『
三
田
文
学
』
な
ど
に
短
編

小
説
を
発
表
す
る
駆
け
出
し
の
作
家
で
あ
っ
た
。
将
棋
は
ア
マ
チ
ュ
ア
と

し
て
は
強
か
っ
た
が
棋
士
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
新
聞

社
の
人
間
で
も
な
い
。
将
棋
観
戦
記
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
倉
島

が
将
棋
好
き
で
、
一
応
プ
ロ
作
家
で
も
あ
り
、
そ
し
て
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
の
を
文
学
と
将
棋
の
仲
間
が
慮
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
倉
島

自
身
、
当
初
は
糊
口
を
凌
ぐ
た
め
だ
け
と
考
え
て
い
た
。

　

ス
タ
ー
ト
が
小
説
家
で
あ
り
素
人
将
棋
指
し
で
あ
っ
た
倉
島
の
観
戦
記

は
、
棋
譜
自
体
を
精
密
に
解
説
・
分
析
す
る
よ
り
も
、
対
局
情
景
の
描
写
、

棋
士
た
ち
の
ふ
る
ま
い
や
来
歴
を
随
筆
風
に
書
き
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
る
。
先
行
し
て
著
名
だ
っ
た
観
戦
記
者
・
菅
谷
北
斗
星
が
、
観
戦
記

に
読
物
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
見
習
い
つ
つ
、
倉
島
も
独
自

性
を
出
す
こ
と
に
努
め
た
。
い
わ
ゆ
る
「
将
棋
め
し
」
を
最
初
に
書
い
た

の
も
倉
島
で
あ
っ
た
（
小
笠
原　
二
〇
一
九
）。
倉
島
の
観
戦
記
は
、
彼
が
書

い
て
き
た
小
説
と
同
様
に
温
か
み
が
あ
り
文
体
も
読
み
や
す
く
、
愛
棋
家

の
み
な
ら
ず
、
新
聞
に
何
気
な
く
目
を
通
す
一
般
読
者
層
に
も
人
気
を
博

す
こ
と
と
な
る
。

　

文
壇
、
将
棋
界
、
ま
た
軍
属
に
あ
っ
た
と
き
も
、
倉
島
は
そ
の
大
ら
か
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さ
と
愛
嬌
で
、
周
囲
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た
。
飲
食
、
金
銭
、
仕
事

や
勝
負
の
コ
ツ
な
ど
、
周
囲
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
は
悪
び
れ
ず
受
け
入

れ
、
あ
ち
こ
ち
で
感
謝
を
書
き
綴
っ
た
。
大
山
康
晴
十
五
世
名
人
は
、
倉

島
の
追
悼
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
人
の
悪
口
は
い
わ
な
い
人
」「
誉
め
る
の

が
得
意
」「
人
か
ら
何
か
貰
う
の
が
上
手
な
人
だ
っ
た
」（
大
山 

一
九
八
六
）

と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
柄
を
愛
し
た
作
家
、
菊
池
寛
は
亡
く
な
る

前
日
ま
で
倉
島
と
将
棋
を
指
す
よ
う
な
親
し
い
間
柄
で
、
戦
中
戦
後
に
困

窮
し
て
い
た
倉
島
を
経
済
的
に
支
援
し
て
い
た
（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　

本
稿
で
は
、
倉
島
竹
二
郎
の
主
に
前
半
生
、
変
動
に
満
ち
た
終
戦
直
後

ま
で
を
、
倉
島
自
身
や
文
学
者
の
記
述
か
ら
辿
っ
て
い
き
た
い
。

生
い
立
ち

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
一
一
月
九
日
、
京
都
市
に
生
ま
れ
る
。
父
、

母
、
兄
と
の
四
人
家
族
で
、
家
は
祇
園
の
女
郎
屋
街
「
乙
部
」（
現
在
の

祇
園
東
）
に
あ
っ
た
（
倉
島 

一
九
五
三
）。
倉
島
の
父
は
花
街
の
中
で
郵
便

局
を
引
き
受
け
（
水
上 

一
九
三
三
［
一
九
二
九
］）、「
金
を
貸
し
て
い
た
よ
う
」

（
小
島 

一
九
六
七
）
だ
と
い
う
、
上
流
で
は
な
い
が
裕
福
な
家
庭
だ
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
大
食
漢
で
知
ら
れ
、「
す
も
と
り
ぼ
ん
（
相
撲
取
坊
）」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
体
格
が
よ
か
っ
た
。
勝
負
事
が
好
き
で
力
士
と
大
食

い
を
競
い
合
っ
た
り
（
倉
島 

一
九
五
三
）、
将
棋
に
つ
い
て
は
「
小
学
生
上

級
生
の
こ
ろ
に
教
員
と
の
対
局
に
勝
っ
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
（
倉
島 

一
九
八
一
）。

　

中
学
生
時
代
に
は
テ
ニ
ス
に
夢
中
に
な
っ
た
。
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
熊

谷
一
弥
選
手
ら
に
憧
れ
、
卒
業
後
に
「
名
古
屋
の
東
洋
紡
績
に
テ
ニ
ス
で

雇
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
」
り
、「
実
業
庭
球
大
会
に
京
都
代
表
で
出
場

し
、
決
勝
戦
ま
で
い
っ
た
」（
倉
島 

一
九
八
一
）
と
い
う
。
た
ん
な
る
趣
味

の
範
囲
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
小
学
校
の
同
級
生
で
あ
っ
た
三
田
文
学

同
人
、
柳
原
利
次
も
「
今
で
も
時
折
、
彼
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
捨
て
て
し
ま
っ

た
の
を
惜
し
が
っ
て
い
う
人
に
会
う
」（
木
村
、
柳
原
、
今
井
、
平
松
一
九
二
八
）

と
書
い
て
い
る
。

　

し
か
し
青
春
期
を
む
か
え
た
頃
、
倉
島
は
文
学
に
傾
倒
。「
国
木
田
独

歩
や
有
島
武
郎
、
そ
れ
に
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ツ
ル
ゲ

ネ
ー
フ
や
チ
ェ
ホ
フ
な
ど
、
ロ
シ
ア
作
家
の
翻
訳
を
乱
読
し
て
、
い
っ
か

ど
の
文
学
青
年
を
気
取
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
倉
島 

一
九
八
一
）。
や
が
て
小

説
家
と
な
る
こ
と
を
志
し
、
早
稲
田
大
学
か
慶
応
大
学
の
文
科
に
行
き
た

い
と
言
い
始
め
る
。

慶
応
義
塾
大
学
と
三
田
文
学

　

東
京
へ
行
き
小
説
家
を
め
ざ
す
こ
と
に
両
親
は
反
対
す
る
。
と
こ
ろ
が

倉
島
を
溺
愛
し
て
い
た
母
親
が
、
哀
れ
に
感
じ
て
か
諦
め
さ
せ
る
た
め
に
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か
、「
建
仁
寺
の
境
内
に
店
を
出
し
て
い
る
易
者
」
の
も
と
へ
倉
島
を
連

れ
て
行
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
（
倉
島 

一
九
八
一
）。
易

者
か
ら
「
物
書
き
に
は
向
い
て
い
る
」
と
占
わ
れ
る
と
、
転
じ
て
母
も
味

方
と
し
て
父
を
説
得
す
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
行
き
は
許
さ
れ
た
。
な
お
、

こ
の
易
者
か
ら
は
「
一
生
勝
負
事
と
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
も
言
わ
れ
た
と

倉
島
は
付
け
足
し
て
い
る
（
倉
島 

一
九
八
一
）。

　

慶
応
義
塾
大
学
へ
の
入
学
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
だ
が
一
九
二
三

（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
、
高
輪
御
所
付
近
の
下
宿
で
関
東
大
震
災
に

罹
災
し
た
際
に
は
予
科
生
と
な
っ
て
い
る
（
当
時
二
〇
歳
）。
も
と
よ
り

不
真
面
目
な
学
生
で
あ
っ
た
が
、
罹
災
後
は
厭
世
観
が
高
ま
り
放
蕩
に
拍

車
が
か
か
っ
て
、
年
数
は
不
明
だ
が
留
年
も
し
て
い
る
（
倉
島 

一
九
八
一
）。

　

大
学
で
は
国
文
学
を
専
攻
し
小
島
政
二
郎
（
一
八
九
四-

一
九
九
四
）

に
師
事
。
小
島
と
は
後
に
も
家
族
ぐ
る
み
で
往
来
す
る
長
い
付
き
合
い
と

な
る
。

　
出
来
な
い
生
徒
と
い
う
と
一
番
最
初
に
思
い
出
す
の
は
倉
島
竹
二
郎
君

で
あ
る
。

　
こ
の
人
く
ら
い
出
来
な
い
こ
と
を
苦
に
せ
ず
、
ノ
ビ
ノ
ビ
と
学
生
生
活

を
楽
し
ん
だ
学
生
は
外
に
一
人
も
い
ま
い
。（
小
島 

一
九
六
七
）

　

大
食
漢
、
遊
び
好
き
、
陽
気
な
の
ん
き
者
、
人
の
集
ま
り
で
話
せ
ば
場

が
な
ご
み
注
目
が
集
ま
る
、
と
い
っ
た
人
物
像
を
小
島
は
記
し
て
い
る

（
小
島 

一
九
六
七
）。
も
と
よ
り
小
島
は
菊
池
寛
と
親
交
が
あ
り
、
倉
島
が
学

生
時
代
か
ら
菊
池
と
知
遇
を
得
た
の
は
小
島
の
“
将
棋
を
指
せ
る
教
え

子
”
だ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

裕
福
で
能
天
気
な
大
学
生
活
を
す
ご
し
て
い
た
倉
島
で
あ
っ
た
が
、

二
三
歳
の
と
き
（
一
九
二
五
〈
大
正
一
四
〉
年
）
に
父
が
死
去
し
て
か
ら

状
況
は
一
変
す
る
。
父
の
遺
産
を
す
べ
て
引
き
継
い
だ
兄
の
「
不
始
末
」

（
倉
島 

一
九
七
一
）
に
よ
り
、
実
家
が
早
々
に
破
産
し
た
の
で
あ
る
。
兄
は
破

産
後
、
家
族
を
捨
て
て
四
国
遍
路
に
向
か
い
、
そ
の
ま
ま
消
息
を
絶
つ
こ

と
と
な
る
。
住
ま
い
も
失
っ
た
母
と
甥
た
ち
は
東
京
の
倉
島
の
も
と
に
身

を
寄
せ
、
倉
島
は
突
然
に
貧
窮
し
た
（
倉
島 

一
九
七
一
）。
倉
島
は
こ
の
こ

と
を
短
編
小
説
と
し
て
文
藝
春
秋
に
発
表
し
（
倉
島 

一
九
三
二
）、
ま
た
小

島
も
驚
き
が
あ
っ
た
の
か
実
話
と
し
て
記
載
し
て
い
る
（
小
島 

一
九
六
七
）。

　

そ
う
し
た
頃
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
休
刊
し
て
い
た
『
三
田

文
学
』
が
、
水
上
瀧
太
郎
（
一
八
八
七-

一
九
四
〇
）
ら
に
よ
っ
て
翌
年

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
に
復
刊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
倉
島

は
一
念
発
起
し
、
復
刊
報
告
会
に
参
加
、
身
長
五
尺
六
七
寸
、
体
重
二
十

貫
を
超
え
る
体
格
と
京
都
弁
ま
じ
り
の
訥
弁
で
身
の
上
を
話
し
、
参
加
者

た
ち
に
強
い
印
象
を
残
し
た
（
水
上 

一
九
三
三
［
一
九
二
九
］）。

　

以
降
、『
三
田
文
学
』
誌
上
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
短
編
小
説
を
執
筆
、

自
身
の
家
族
を
書
い
た
私
小
説
、
特
に
「
久
富
」
と
い
う
甥
が
登
場
す
る
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家
庭
ド
ラ
マ
作
品
が
「
久
富
物
」
と
呼
ば
れ
人
気
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た

（
水
上 

一
九
三
三
［
一
九
二
九
］）。

　

倉
島
は
水
上
の
催
す
「
水
曜
会
」
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
で

多
く
の
文
壇
関
係
者
と
知
遇
を
得
た
。
水
上
は
将
棋
も
愛
好
し
、
水
曜

会
で
も
よ
く
指
さ
れ
て
い
た
。
文
壇
内
で
は
将
棋
の
団
体
戦
な
ど
も
催

さ
れ
て
お
り
、
倉
島
は
将
棋
の
強
さ
を
買
わ
れ
て
出
場
し
て
い
た
（
倉
島 

一
九
八
一
）。

小
説
家
か
ら
新
聞
観
戦
記
者
へ

　

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
国
文
科
を
二
六
歳

で
卒
業（
倉
島 

一
九
七
一
）。
新
進
小
説
家
と
し
て
『
三
田
文
学
』
の
ほ
か
『
文

藝
春
秋
』
を
含
む
い
く
つ
か
の
雑
誌
に
短
編
小
説
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

し
か
し
原
稿
料
だ
け
で
生
活
は
成
り
立
た
ず
、
母
親
と
ま
だ
幼
い
甥
二
人

を
抱
え
て
貧
窮
し
て
い
た
。

　

倉
島
は
困
窮
の
様
子
も
隠
す
と
こ
ろ
が
な
く
、
小
説
に
も
書
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
周
囲
の
支
援
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況

の
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
思
わ
ぬ
仕
事
が
舞
い
込
む
。『
国
民
新
聞
』

の
将
棋
観
戦
記
執
筆
の
依
頼
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

関
東
大
震
災
被
害
か
ら
経
営
不
振
が
続
い
て
い
た
『
国
民
新
聞
』
は
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
五
月
、
相
場
師
で
社
会
活
動
家
の
伊
東
ハ
ン
ニ

（
一
八
九
八-

一
九
六
九
）
の
買
収
に
よ
り
新
展
開
を
図
る
。『
報
知
新
聞
』

の
敏
腕
記
者
だ
っ
た
御
手
洗
辰
雄
（
一
八
九
五-

一
九
七
五
）
を
編
集
局

長
と
し
て
迎
え
紙
面
刷
新
、
娯
楽
欄
拡
充
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

将
棋
欄
に
菅
谷
北
斗
星
（
一
八
九
五-

一
九
六
二
）
並
の
観
戦
記
者
を
配

し
た
い
と
考
え
た
御
手
洗
が
、
懇
意
の
文
藝
春
秋
社
幹
部
・
佐
佐
木
茂
索

（
一
八
九
四-

一
九
六
六
）
に
相
談
す
る
と
、
佐
佐
木
は
倉
島
に
声
を
か
け

た
。
月
収
一
〇
〇
円
程
度
の
定
収
入
が
見
込
め
る
と
い
う
条
件
を
、
倉
島

は
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
た
（
倉
島 

一
九
七
一
、一
九
八
一
）。

　

倉
島
は
そ
の
時
期
、
予
備
役
将
校
と
し
て
軍
役
に
就
い
て
い
た
が
、
非

番
の
折
を
見
て
『
国
民
新
聞
』
将
棋
欄
を
と
り
し
き
っ
て
い
た
プ
ロ
棋
士

の
大
崎
熊
雄
（
一
八
八
四-

一
九
三
九
）
宅
へ
挨
拶
へ
赴
い
た
。
プ
ロ
将

棋
界
に
縁
が
な
か
っ
た
倉
島
は
、
初
対
面
の
大
崎
の
豪
放
磊
落
ぶ
り
に
驚

き
、
感
銘
を
覚
え
る
。

　

当
時
の
将
棋
界
で
は
、
関
根
金
次
郎
（
一
八
六
八-

一
九
四
六
）、
土
居

市
太
郎
（
一
八
八
七-

一
九
七
三
）、
そ
し
て
大
崎
ら
一
部
の
棋
士
が
門
弟

や
派
閥
を
抱
え
、
各
地
方
新
聞
社
か
ら
個
別
に
将
棋
欄
を
請
け
負
い
運
営

す
る
こ
と
で
利
益
を
得
て
い
た
。
大
崎
は
『
国
民
新
聞
』『
時
事
新
報
』

の
ほ
か
、
十
何
紙
か
の
地
方
新
聞
の
将
棋
欄
を
引
き
受
け
、
将
棋
欄
に
載

せ
る
対
局
の
企
画
、
棋
士
の
斡
旋
、
観
戦
記
執
筆
ま
で
を
行
っ
て
い
た
。

観
戦
記
は
大
崎
が
口
述
し
、
内
弟
子
た
ち
に
筆
記
さ
せ
る
と
い
う
形
で
多

数
を
こ
な
し
て
い
た
と
倉
島
は
書
い
て
い
る
（
倉
島 

一
九
七
一
）。
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倉
島
は
大
崎
傘
下
で
観
戦
記
を
執
筆
す
る
状
況
で
あ
る
が
、
執
筆
自
体

は
単
独
で
行
う
。
し
か
し
大
崎
の
「
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
す
る
に
は
近

い
方
が
都
合
が
よ
い
」
と
い
う
勧
め
に
従
い
、
大
崎
家
付
近
の
千
葉
県

市
川
町
、
先
に
菅
谷
北
斗
星
が
住
ん
で
い
た
借
家
に
家
族
で
移
り
住
む

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
こ
の
市
川
在
住
期

（
一
九
三
二
～
一
九
三
四
）
に
、
神
田
の
料
理
屋
の
娘
で
あ
っ
た
歌
子
と

見
合
結
婚
を
し
て
い
る
（
倉
島 
一
九
五
四
、
小
島 

一
九
六
七
）。

　

観
戦
記
者
「
棋
狂
子
」（
大
崎
と
御
手
洗
が
相
談
し
て
決
め
た
筆
名
）

と
し
て
執
筆
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
倉
島
は
「
観
戦
記
に
新
し
い
面

を
ひ
ら
き
た
い
」（
倉
島 

一
九
七
一
）
と
考
え
た
。

当
時
の
観
戦
記
は
碁
も
将
棋
も
ま
だ
解
説
あ
る
い
は
講
評
の
域
を
出
な

い
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
最
も
光
っ
て
い
た
の
は
、「
読
売
新

聞
」
の
棋
欄
で
、
正
力
松
太
郎
氏
の
卓
見
で
観
戦
記
を
重
視
し
、
碁
は

初
代
覆
面
子
、
将
棋
は
北
斗
星
が
麗
筆
を
振
る
っ
て
、
江
湖
の
喝
采
を

拍
し
て
い
た
。

　
北
斗
星
は
早
大
出
の
文
士
で
、
文
章
も
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
北

斗
星
は
大
崎
八
段
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
し
て
い
る
間
に
図
書
館
通
い
を

し
て
勉
強
し
た
ら
し
く
、
将
棋
の
歴
史
に
精
通
し
、
ま
た
む
か
し
の
名
匠

や
巨
匠
の
こ
と
を
よ
く
調
べ
上
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
蘊
蓄
を
観
戦

記
の
中
に
取
り
入
れ
て
新
機
軸
を
打
ち
出
し
、
よ
ほ
ど
の
好
棋
家
以
外
に

は
無
味
乾
燥
の
き
ら
い
の
あ
っ
た
解
説
的
、
講
評
的
な
観
戦
記
を
読
み
物

と
し
て
十
分
楽
し
め
る
も
の
に
し
た
。
こ
れ
が
ど
ん
な
に
一
般
大
衆
と
将

棋
の
繋
が
り
を
深
め
、
将
棋
の
普
及
発
展
に
役
立
っ
た
か
し
れ
な
い
。
い

わ
ば
、
北
斗
星
こ
と
菅
谷
要
氏
は
、
近
代
的
な
観
戦
記
の
始
祖
と
も
い
う

べ
き
功
労
者
だ
っ
た
（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　
「
張
り
合
う
と
い
う
気
持
ち
で
は
な
い
に
し
て
も
、
北
斗
星
の
亜
流
と

は
思
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
」（
倉
島 

一
九
七
一
）
倉
島
は
試
行
錯
誤
し
、
付

け
焼
き
刃
の
知
識
で
書
く
の
で
は
な
い
方
向
性
を
見
つ
け
だ
し
た
。

　
そ
れ
は
、
対
局
風
景
の
描
写
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
天
候
や
対
局
場
の

紹
介
（
中
略
）
ま
た
対
局
者
の
服
装
や
対
局
中
の
顔
色
動
作
な
ど
を
で
き

る
だ
け
リ
ア
ル
に
く
わ
し
く
書
く
こ
と
で
あ
る
。
私
の
ね
ら
い
は
、
読
者

を
し
て
勝
負
の
場
の
空
気
を
実
際
に
観
戦
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
時
に
は
編
集
部
の
方
か
ら
「
将
棋
指
し
が
昼
飯

に
な
に
を
食
っ
た
か
、
そ
ん
な
こ
と
ま
で
書
く
必
要
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と

横
槍
の
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
私
は
「
そ
ん
な
ば
か
な
話
は
な
い
。
鰻

丼
を
平
ら
げ
る
の
と
、
笊
蕎
麦
で
す
ま
せ
る
の
と
で
は
違
う
。
そ
れ
で
そ

の
棋
士
の
嗜
好
も
わ
か
れ
ば
風
貌
も
お
の
ず
と
感
じ
ら
れ
、
読
者
は
親
し

み
を
ま
す
じ
ゃ
な
い
か
」
と
反
駁
し
て
改
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。（
倉
島 

一
九
七
一
）
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対
局
場
の
情
景
や
雰
囲
気
、
棋
士
の
人
間
味
を
感
じ
さ
せ
る
読
み
物

と
し
て
の
観
戦
記
は
好
評
を
博
し
た
。
同
時
に
、
対
局
取
材
と
執
筆
に

追
わ
れ
る
倉
島
は
小
説
を
書
か
な
く
な
っ
て
い
く
（
倉
島 

一
九
八
一
、
小
島 

一
九
六
七
）。
将
棋
界
は
激
動
期
で
あ
り
、
ま
た
個
性
的
な
棋
士
た
ち
と
の

交
流
や
、
目
前
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
真
剣
勝
負
は
倉
島
の
好
む
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
『
国
民
新
聞
』
は
、
社
内
の
軋
轢
で
御
手
洗
一
派
が
退
社
（
倉

島 

一
九
七
一
）、
伊
東
ハ
ン
ニ
が
翌
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
月
に
は
経
営

不
振
の
た
め
社
長
退
任
（
永
松 

一
九
三
四
）。
将
棋
観
戦
記
を
含
む
娯
楽
面

は
あ
っ
と
い
う
間
に
縮
小
さ
れ
た
。
観
戦
記
欄
の
縮
小
に
は
不
満
が
残
っ

た
も
の
の
、
倉
島
の
稿
料
は
大
崎
の
口
添
え
で
減
額
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
後
も
観
戦
記
を
三
年
間
担
当
す
る
（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　

日
本
将
棋
連
盟
の
運
営
に
お
い
て
も
変
化
が
起
き
て
い
た
。「
実
力
名

人
戦
」
開
始
の
一
～
二
年
前
か
ら
、
一
部
棋
士
の
寡
占
状
態
だ
っ
た
地
方

新
聞
観
戦
記
の
運
営
権
を
、
連
盟
で
一
括
管
理
す
る
と
い
う
方
針
が
示

さ
れ
て
い
た
。
動
き
の
中
心
だ
っ
た
の
は
若
き
連
盟
幹
事
長
・
木
村
義

雄
（
一
九
〇
五-

一
九
八
六
、
第
一
期
実
力
制
名
人
、
十
四
世
名
人
）
で
、
大

崎
は
倉
島
を
伴
い
、『
報
知
新
聞
』
に
嘱
託
と
し
て
詰
め
て
い
た
木
村
を

訪
ね
、
激
し
い
抗
議
を
行
っ
て
い
る
。
木
村
は
抗
議
を
受
け
流
し
、
結

局
、
大
崎
は
観
戦
記
の
権
利
を
連
盟
に
率
先
し
て
渡
し
て
い
る
（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　

そ
し
て
、
中
島
富
治
（
一
八
八
六- 

一
九
五
六
）
の
立
案
と
推
進
に
よ
っ

て
つ
い
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
実
力
制
の
「
名
人
戦
」
第
一
期
が
、

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
六
月
一
六
日
か
ら
二
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
倉
島
は
、
名
人
戦
棋
譜
独
占
権
を
得
た
『
東
京
日

日
新
聞
（
以
下
『
東
日
』、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
よ
り
『
毎
日
新

聞
』）
の
学
芸
部
員
・
黒
崎
貞
治
郎
（
一
九
〇
三-

一
九
七
五
）
に
抜
擢
さ

れ
、
名
人
戦
開
始
と
同
時
に
『
国
民
新
聞
』
か
ら
移
籍
す
る
。『
国
民
新
聞
』

に
対
し
て
不
満
を
抱
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
崎
か
ら
も
激
励
を
受
け
て
の

決
心
だ
っ
た
（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　

こ
れ
よ
り
倉
島
は
、
戦
時
中
に
同
社
を
退
職
し
た
後
に
も
、
長
年
に
わ

た
り
『
毎
日
新
聞
』
で
観
戦
記
を
書
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

出
征

―
南
方
徴
用
作
家

　
『
東
日
』
に
移
籍
し
て
三
年
、
名
人
戦
の
観
戦
記
者
と
し
て
筆
を
振

る
い
な
が
ら
、「
神
田
事
件
」
か
ら
日
本
将
棋
連
盟
分
裂
（
一
九
三
五

〈
昭
和
一
〇
〉
年
一
一
月
）、
将
棋
大
成
会
へ
の
再
統
合
（
一
九
三
六

〈
昭
和
一
一
〉
年
六
月
）、
そ
し
て
木
村
義
雄
第
一
期
実
力
制
名
人
襲
位

（
一
九
三
八
〈
昭
和
一
三
〉
年
二
月
）
と
、
倉
島
は
将
棋
界
の
激
変
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
そ
し
て
社
会
状
況
も
ま
た
大
き
く
変
動
し
て
い
た
。
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一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
で
日
中
の
戦
況
が

激
化
。
倉
島
も
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
五
月
、
召
集
令
状
に
よ
り

京
都
・
歩
兵
第
百
九
連
隊
第
三
大
隊
第
四
中
隊
第
二
小
隊
の
小
隊
長
と
し

て
出
征
す
る
こ
と
と
な
る
（
倉
島 

一
九
七
九
）。

　

菊
池
寛
、
木
村
名
人
ら
大
勢
に
見
送
ら
れ
て
東
京
駅
を
出
発
。
観
音
信

仰
篤
い
母
か
ら
は
で
き
る
だ
け
殺
生
し
な
い
よ
う
告
げ
ら
れ
た
。
菊
池
と

は
将
棋
を
通
じ
た
交
友
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
と
き
も
過
分
な
ほ
ど
の
餞

別
を
渡
さ
れ
て
い
る
。

軍
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
は
皆
が
押
し
込
ん
で
く
れ
た
餞
別
で
は
ち
切
れ
そ
う
に

な
っ
た
が
、
途
中
で
見
る
の
も
変
な
の
で
京
都
の
親
族
の
家
に
着
い
て
か

ら
調
べ
る
と
、
そ
れ
が
一
年
分
の
サ
ラ
リ
ー
ほ
ど
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た

し
、
こ
ん
な
こ
と
が
度
々
あ
れ
ば
蔵
が
た
つ
な
ァ
ー
と
、
欲
の
深
い
こ
と

を
考
え
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
中
に
一
つ
の
原
稿
紙
に
く
る
ん
だ
の
が
あ
っ

た
が
、
開
い
て
見
る
と
そ
れ
は
菊
池
寛
先
生
か
ら
の
も
の
で
、
数
枚
の
十

円
札
が
無
造
作
に
入
れ
て
あ
り
、
原
稿
に
は
「
木
村
の
ご
と
く
よ
く
守
り
、

花
田
の
ご
と
く
よ
く
攻
め
、
命
恙
な
く
勝
ち
来
た
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。
菊

池
寛
」
と
ペ
ン
書
き
の
大
き
な
字
で
し
た
た
め
て
あ
っ
た
。
私
の
脳
裡
に

は
顔
を
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に
し
な
が
ら
小
旗
を
振
り
振
り
何
か
叫
ん
で
い
ら

れ
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
菊
池
先
生
の
姿
が
よ
み
が
え
る
と
、
思
わ
ず
泣

い
た
。（
倉
島 

一
九
七
一
）

　

京
都
か
ら
、
中
国
・
杭
州
へ
移
動
。
小
隊
長
と
し
て
隊
に
馴
染
ん
で
き

た
と
こ
ろ
、
軍
報
道
部
の
杭
州
所
長
に
任
命
さ
れ
、
従
軍
記
者
の
補
助
、

前
線
新
聞
発
刊
等
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
報
道
部
へ
の
異
動
に
つ
い

て
倉
島
本
人
は
「
命
令
な
れ
ば
是
非
が
な
か
っ
た
」（
倉
島 

一
九
七
九
）
と

し
て
い
る
が
、
菊
池
寛
が
内
閣
情
報
部
の
命
を
受
け
編
成
し
た
「
ペ
ン
部

隊
」
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
八

月
に
ペ
ン
部
隊
発
足
。
最
初
に
視
察
に
加
わ
っ
た
小
島
政
二
郎
は
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。

　
運
が
よ
け
れ
ば
、
上
海
か
、
彼
の
駐
屯
先
で
倉
島
君
に
会
え
る
か
も
知

れ
な
い
と
思
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
着
い
て
早
速
聞
い
て
見
る
と
、
倉
島
君
は
重
営
倉
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
に
、
菊
池
さ
ん
も
私
も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
い
ろ
い
ろ

聞
き
質
し
て
見
た
が
、
ど
う
も
ハ
ッ
キ
リ
し
た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
、
私
達
は
前
線
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
あ
と
で
倉
島
君
に
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
重
営
倉
の
話
は
真
赤
な
嘘

で
、
第
一
、
将
校
に
は
重
営
倉
な
ん
て
も
の
は
な
い
と
い
う
の
だ
。（
小
島 

一
九
六
七
）

　

小
島
や
菊
池
と
の
邂
逅
は
叶
わ
な
い
ま
ま
、
お
そ
ら
く
ペ
ン
部
隊
帰

還
後
に
、
倉
島
は
揚
子
江
安
慶
地
区
へ
移
動
、
揚
子
江
湖
畔
に
あ
る
部
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落
の
独
立
警
備
隊
長
と
な
っ
た
。
こ
の
任
地
は
比
較
的
平
穏
だ
っ
た

よ
う
で
、
倉
島
は
警
備
隊
の
部
下
た
ち
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
現
地

住
民
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
戦
中
戦
後
に
書
い
て
い
る
（
倉
島 

一
九
四
一
、一
九
六
二
、一
九
七
九
）。

　

し
か
し
や
が
て
「
マ
ラ
リ
ヤ
と
ア
ミ
ー
バ
ー
赤
痢
」
に
罹
患
、「
酸
鼻

を
極
め
て
い
た
」
野
戦
病
院
で
苦
し
ん
で
い
る
と
き
に
、
日
本
で
は
大
崎

が
他
界
（
享
年
五
六
歳
）
し
た
こ
と
を
知
る
（
倉
島 

一
九
七
一
）。
多
く
の

負
傷
者
や
マ
ラ
リ
ア
患
者
、
病
院
隣
り
の
遺
体
焼
き
場
を
見
な
が
ら
療
養

し
て
い
た
倉
島
は
、
書
簡
に
句
を
添
え
て
『
三
田
文
学
』
編
集
長
和
木
清

三
郎
へ
宛
て
書
き
送
っ
て
い
る
。

（
病
を
得
て
前
線
を
さ
が
る
）

芋
畑
下
痢
に
さ
す
月
の
寒
さ
哉

（
野
戦
病
院
に
て
）

さ
庭
辺
は
霜
真
白
な
り
今
朝
も
ま
た

屍
焼
く
火
の
赤
々
と
燃
ゆ

（
倉
島 

一
九
三
九
）

　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
八
月
末
、
招
集
解
除
さ
れ
内
地
へ
帰
還
、

東
京
・
駒
込
の
自
宅
に
戻
っ
た
（
こ
の
時
期
は
、
倉
島
が
東
京
に
戻
っ
て

間
も
な
い
九
月
に
泉
鏡
花
も
他
界
し
弔
問
に
訪
れ
た
こ
と
か
ら
思
い
出
し

て
い
る
）（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
「
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
少
し
前
」
に
、

さ
ら
に
招
集
が
あ
り
大
阪
へ
、
そ
こ
か
ら
陸
軍
最
初
の
報
道
班
員
と
し
て

ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
派
遣
さ
れ
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年

八
月
、
バ
ー
・
モ
ウ
政
権
発
足
後
に
帰
還
す
る
（
倉
島 

一
九
七
九
）。
ビ
ル

マ
で
の
長
編
手
記
『
明
け
ゆ
く
ビ
ル
マ
』
は
、
戦
記
で
あ
る
が
紀
行
文
の

要
素
も
豊
富
で
あ
る
（
竹
松 

二
〇
一
九
）。
現
地
の
自
然
、
人
々
、
風
習
も

物
珍
し
げ
に
生
き
生
き
と
書
か
れ
て
お
り
、
倉
島
観
戦
記
の
手
法
が
こ
こ

に
も
表
わ
れ
て
い
る
。

闘
病
闘
貧

　

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
、
ビ
ル
マ
か
ら
帰
国
す
る
と
、
毎
日
新
聞

社
を
依
願
退
職
す
る
。
周
囲
に
は
強
く
ひ
き
止
め
ら
れ
た
が
、
倉
島
は
焦

燥
に
駆
ら
れ
て
い
た
。

別
段
観
戦
記
者
が
い
や
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
も
は
や
の
ん
き
に

将
棋
を
観
戦
し
て
い
ら
れ
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
。（
中
略
）

　「
国
民
の
熱
意
が
こ
ん
な
に
低
調
で
は
、
戦
争
は
必
ず
負
け
る
。
こ
の
際

な
ん
と
か
し
て
士
気
を
鼓
舞
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
柄
に
な
い

願
い
を
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
ド
ン
キ
ホ
ー
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テ
以
外
の
な
に
者
で
も
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
私
の
気
持
ち
は
ま
っ
た
く

真
剣
で
、
祖
国
の
急
に
殉
じ
た
い
一
心
で
あ
っ
た
。（
倉
島 

一
九
七
一
）

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
社
に
戻
っ
て
観
戦
記
を
書
く
よ
う
に
と
言
い
含

め
ら
れ
て
退
職
し
た
後
、
戦
地
か
ら
帰
還
し
た
文
化
人
組
織
「
文
化
奉

公
会
」
会
員
と
し
て
戦
意
高
揚
の
た
め
の
講
演
や
文
筆
活
動
を
行
う
（
倉

島 

一
九
七
九
）。
す
で
に
発
熱
な
ど
結
核
の
徴
候
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
精
神
的
高
揚
に
ま
か
せ
て
各
地
を
回
っ
た
。
巨
漢
だ
っ
た
倉
島
が
や

せ
て
い
く
様
子
に
気
づ
い
た
菊
池
寛
や
、
親
し
い
棋
士
の
花
田
長
太
郎

（
一
八
九
七-

一
九
四
八
）
ら
は
心
配
し
、
忠
告
や
支
援
を
与
え
て
い
る
。

特
に
菊
池
は
、
定
収
入
が
な
く
な
っ
た
こ
の
頃
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
、

断
続
的
に
倉
島
に
送
金
を
続
け
た
（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
の
夏
、
招
集
に
よ
り
陸
軍
中
尉
と
し
て
京

都
の
連
隊
で
補
充
兵
教
官
と
な
る
。
し
か
し
繰
り
返
す
発
熱
や
重
度
の
腰

痛
な
ど
体
調
不
良
が
続
く
。

　

腰
痛
の
た
め
に
京
都
で
通
院
を
し
て
い
た
そ
の
年
の
晩
秋
、
市
内
電
車

で
倉
島
は
偶
然
に
坂
田
三
吉
（
阪
田
三
吉
、
一
八
七
〇-

一
九
四
六
）
を
見

か
け
る
。
国
民
服
姿
の
人
々
の
中
で
「
黒
紋
付
に
仙
台
平
の
袴
」「
中
折

帽
を
ア
ミ
ダ
に
被
り
」「
好
奇
と
非
難
の
目
を
向
け
」
ら
れ
な
が
ら
平
然

と
立
つ
印
象
的
な
様
子
を
、
作
品
と
し
て
も
書
き
残
し
て
い
る
。

　
坂
田
翁
は
秋
風
に
送
ら
れ
な
が
ら
、
信
玄
袋
を
ブ
ラ
ブ
ラ
さ
せ
、
白
扇

で
拍
子
を
取
る
よ
う
に
し
て
、
ユ
ッ
ク
リ
、
ユ
ッ
ク
リ
と
岡
崎
の
方
に
歩
い

て
い
っ
た
。
斜
陽
が
そ
の
黒
紋
付
の
後
姿
を
赤
々
と
染
め
て
い
た
が
、
私

の
目
に
は
広
い
街
中
に
坂
田
翁
だ
け
し
か
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
。
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
堂
々
と
見
え
た
。

（
中
略
）

　
私
は
サ
ー
ベ
ル
の
柄
を
握
り
し
め
な
が
ら
、

「
将
棋
の
王
様
が
行
く
、
将
棋
の
王
様
が
行
く
」
と
、
無
意
識
に
つ
ぶ
や
い

て
い
た
。（
倉
島 

一
九
七
三
）

　

坂
田
を
見
か
け
た
数
日
後
、
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
結
果
に
よ
り
、
初

期
の
結
核
が
発
見
さ
れ
、
軍
医
の
は
か
ら
い
で
同
年
末
に
は
除
隊
と
な
っ

た
（
倉
島 

一
九
七
一
、一
九
七
九
）。

　

し
か
し
駒
込
の
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
栄
養
不
足
の
せ
い
も
あ
り
倉

島
の
体
調
は
回
復
せ
ず
、
母
、
妻
、
そ
し
て
乳
幼
児
だ
っ
た
長
女
と
と
も

に
、
窮
乏
の
療
養
生
活
が
続
い
た
（
長
男
は
長
野
県
に
集
団
疎
開
し
て
い

た
）。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
花
田
長
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
棋
士
ら
か
ら
食

事
を
振
る
舞
わ
れ
た
り
、
米
を
分
け
て
も
ら
う
な
ど
の
援
助
が
あ
っ
た
。

当
時
、
周
囲
か
ら
受
け
た
厚
情
に
つ
い
て
、
倉
島
は
後
に
感
謝
と
共
に
記

し
て
い
る
（
倉
島 

一
九
七
一
、一
九
八
一
）。

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
三
月
九
日
、
東
京
大
空
襲
の
前
日
午
前
中
、
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倉
島
家
付
近
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
家
族
は
全
員
無
事
で
あ
っ
た
も
の

の
、
爆
風
で
家
屋
が
半
壊
す
る
。
近
隣
の
救
助
活
動
に
無
理
を
し
て
参
加

し
た
倉
島
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
高
熱
で
寝
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
六
月
、
鎌
倉
腰
越
の
漁
村
に
あ
っ
た
妻
の
実
家
の
別
荘
に
転
居
。
病
身

の
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
た
（
倉
島 

一
九
七
一
、一
九
七
九
）。
時
に
倉
島
四
二
歳
。

　

倉
島
は
な
か
な
か
回
復
で
き
ず
窮
乏
は
続
く
が
、
戦
時
中
か
ら
続
く
菊

池
の
送
金
や
、
小
島
政
二
郎
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
、
ま
た
『
毎
日

新
聞
』
の
黒
崎
に
は
会
社
か
ら
借
り
出
し
た
ら
し
い
一
、〇
〇
〇
円
と
木

村
義
雄
名
人
か
ら
の
五
〇
〇
円
の
見
舞
金
を
渡
さ
れ
、
助
け
ら
れ
て
い

る
。
妻
が
慣
れ
な
い
行
商
な
ど
も
行
っ
て
し
の
ぐ
う
ち
、
や
が
て
「
久
富
」

の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
甥
た
ち
も
戦
地
か
ら
帰
還
し
て
家
計
を
助
け
、
生
活

と
健
康
は
改
善
し
て
い
く
（
倉
島 

一
九
七
一
、一
九
七
九
）。

再
び
観
戦
記
者
と
し
て

　

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
五
月
か
ら
の
「
順
位
戦
」
開
始
決
定
に
伴

い
、
倉
島
は
将
棋
大
成
会
よ
り
観
戦
記
の
依
頼
を
受
け
た
が
、
健
康
状
態

が
戻
っ
て
お
ら
ず
一
度
は
辞
退
し
て
い
る
。
し
か
し
第
一
期
順
位
戦
Ａ
級

で
塚
田
正
夫
が
優
勝
、
木
村
義
雄
名
人
へ
の
挑
戦
が
決
定
す
る
と
、
倉
島

宅
に
土
居
市
太
郎
が
訪
れ
、
観
戦
記
を
直
接
依
頼
し
た
。
回
復
し
つ
つ

あ
っ
た
倉
島
は
、
名
人
戦
で
の
観
戦
記
復
帰
を
決
め
る
（
倉
島 

一
九
七
一
）。

　

一
九
四
七(

昭
和
二
二
）
年
三
月
、
第
六
期
名
人
位
決
定
戦
第
一
局
、

木
村
義
雄
名
人
対
塚
田
正
夫
八
段
（
東
京
都
牛
込
河
田
町
・
河
田
町
会

館
）
観
戦
記
を
『
毎
日
新
聞
』
に
執
筆
。
以
後
、
二
、五
、六
、七
局
の
観

戦
記
を
担
当
し
た
（『
将
棋
棋
士
成
績
Ｄ
Ｂ
』　http://kenyu1234.php.xdom

ain.

jp/m
enu.php　

最
終
閲
覧
二
〇
二
二
年
一
月
二
日
）。

　

名
人
戦
後
、
再
び
体
調
を
崩
し
取
材
活
動
を
休
止
す
る
が
、
第
二
期
順

位
戦
が
終
了
し
、
Ａ
級
Ｂ
級
上
位
者
に
よ
る
名
人
挑
戦
者
決
定
戦
が
始
ま

る
と
、
再
び
『
毎
日
新
聞
』
観
戦
記
者
と
し
て
の
活
動
に
戻
っ
て
い
く
（
倉

島 

一
九
七
一
）。

　

倉
島
は
戦
後
、
新
聞
社
に
籍
は
戻
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の
将
棋

雑
誌
・
一
般
誌
で
囲
碁
将
棋
に
関
わ
る
記
事
を
書
い
た
が
、
新
聞
観
戦
記

に
つ
い
て
は
『
毎
日
新
聞
』
を
主
軸
と
し
て
執
筆
し
続
け
た
。
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
、
名
人
戦
・
順
位
戦
主
催
が
『
朝
日
新
聞
』
に
移
行
す
る

と
、『
毎
日
新
聞
』
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
王
将
戦
を
創
設
。
そ

の
後
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
ま
で
、
倉
島
の
観
戦
記
の
ほ
と
ん
ど
が
、

王
将
戦
（
予
選
～
タ
イ
ト
ル
戦
）
と
な
る
（
前
掲
『
将
棋
棋
士
成
績
Ｄ
Ｂ
』）。

そ
し
て
一
九
七
七
年
に
名
人
戦
が
再
び
『
毎
日
新
聞
』
主
催
と
な
る
の
を

機
に
、
倉
島
は
観
戦
記
者
引
退
を
毎
日
新
聞
社
よ
り
請
願
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
入
れ
た
（
井
口 

一
九
八
六
）。
引
退
後
は
、
名
人
戦
の
観
戦
記
を
何
度

か
執
筆
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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一
九
八
六
（
昭
和
五
七
）
年
九
月
二
七
日
、
急
性
心
不
全
の
た
め
八
三

歳
で
他
界
（「
写
真
で
振
り
返
る
将
棋
史　
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
「
追
悼
・
倉
島
竹
二

郎
氏
」」『
将
棋
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
六
年
一
二
月
）。
倉
島
竹
二
郎
は
「
観
戦
記
者
」

と
記
さ
れ
る
文
筆
家
と
し
て
、
生
涯
を
終
え
た
。

倉
島
竹
二
郎
と
菊
池
寛

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
の
名
人
戦
取
材
後
、
再

び
体
調
を
崩
し
取
材
活
動
を
休
止
し
て
い
た
倉
島
は
、
そ
の
間
に
『
夕

刊
み
や
こ
』
に
お
い
て
小
説
「
将
棋
太
平
記
」
を
連
載
し
て
い
た
（
小
島 

一
九
四
九
）。
こ
の
作
品
は
江
戸
時
代
の
将
棋
界
を
題
材
と
し
た
歴
史
大
衆

小
説
で
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
五
月
に
日
東
出
版
社
よ
り
単
行
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。

　

倉
島
初
の
小
説
単
行
本
上
梓
と
い
う
こ
と
で
、
菊
池
寛
、
小
島
政
二
郎
、

木
村
義
雄
ら
縁
の
深
い
三
名
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
同
書
の
あ

と
が
き
で
倉
島
は
、
刊
行
を
待
た
ず
に
他
界
し
た
菊
池
へ
の
追
悼
を
述
べ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

終
戦
後
、
公
職
追
放
さ
れ
て
い
た
菊
池
寛
で
は
あ
っ
た
が
、
倉
島
は
旧

と
変
わ
ら
ず
親
し
い
間
柄
で
、
菊
池
が
急
逝
す
る
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
三
月
六
日
の
前
日
に
も
、
雑
司
ヶ
谷
の
菊
池
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
菊
池

は
病
み
上
が
り
の
様
子
だ
っ
た
が
、
倉
島
に
『
将
棋
太
平
記
』
序
文
を

頼
ま
れ
る
と
、「
そ
の
場
に
あ
っ
た
便
箋
に
鉛
筆
で
サ
ラ
サ
ラ
と
」（
倉
島 

一
九
七
一
）
書
き
あ
げ
た
。
そ
し
て
菊
池
の
誘
い
で
飛
車
落
ち
将
棋
を
一
局

指
し
、
下
手
の
倉
島
が
逆
転
勝
ち
す
る
。

一
番
指
し
て
私
は
辞
去
す
る
こ
と
に
し
た
が
玄
関
先
ま
で
見
送
り
に
こ
ら

れ
た
先
生
が
、
ふ
と
「
倉
島
君
」
と
呼
び
止
め
ら
れ

　「
君
の
将
棋
は
筋
は
悪
く
な
い
が
ガ
ム
シ
ャ
ラ
す
ぎ
る
。
観
戦
記
を
書
き

つ
づ
け
て
ゆ
く
気
な
ら
、
も
う
少
し
勉
強
す
る
ん
だ
ね
」
と
、
微
笑
し
な

が
ら
い
わ
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
忠
告
は
今
ま
で
一
度
も
口
に
出
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
先
生
だ
け
に
、
私
は
強
く
胸
に
こ
た
え
た
が
、
思
え
ば
、
そ
れ
が

先
生
の
私
へ
の
遺
言
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。（
倉
島 

一
九
七
一
）

　

倉
島
は
後
に
、
自
身
の
観
戦
記
執
筆
に
つ
い
て
「
人
の
褌
で
相
撲
を

取
っ
て
る
よ
う
な
感
じ
」（
倉
島
・
加
藤
・
東 

一
九
七
八
）
が
す
る
と
発
言
し

て
い
る
。
小
説
の
よ
う
に
“
自
分
の
作
品
”
で
は
な
い
と
い
う
意
味
も
あ

ろ
う
が
、
棋
士
や
将
棋
そ
の
も
の
に
対
し
て
へ
り
く
だ
り
、
戒
め
る
意
識

は
、
菊
池
か
ら
の
言
葉
が
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
倉
島
は
自
他
共
に
認
め
る
大
食
漢
で
あ
り
（
食
通
で
は
な
い
）、

「
将
棋
め
し
」
も
含
め
食
の
話
題
は
事
欠
か
な
い
。
戦
後
に
は
グ
ル
メ
雑

誌
『
あ
ま
カ
ラ
』
に
も
何
度
か
短
文
を
載
せ
て
い
た
。
そ
の
中
に
「
菊
池
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先
生
と
お
菓
子
の
思
ひ
出
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
（
倉
島 

一
九
五
二
）。
戦

時
中
に
倉
島
が
文
藝
春
秋
社
を
訪
ね
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

所
謂
「
通
」
と
い
ふ
で
は
な
か
つ
た
が
、
菊
池
寛
先
生
ほ
ど
お
菓
子
の
好

き
だ
つ
た
人
を
私
は
知
ら
な
い
。（
中
略
）

こ
れ
も
戦
時
中
の
こ
と
だ
が
、
或
日
私
が
文
芸
春
秋
に
先
生
を
訪
ね
る
と
、

先
生
は
テ
ー
ブ
ル
の
引
出
し
か
ら
茶
袋
の
や
う
な
円
筒
形
の
紙
袋
を
取
り

出
し

「
倉
島
君
、
よ
い
も
の
を
や
ら
う
。
手
を
出
し
給
へ
」

と
、
云
は
れ
た
。

　
私
が
両
の
掌
を
開
い
て
差
出
す
と
、
そ
の
上
に
サ
ラ
〳
〵
と
あ
け
て
下

さ
つ
た
の
は
、
其
頃
既
に
姿
を
消
し
て
久
し
か
つ
た
小
豆
の
甘
納
豆
で
あ

つ
た
。
私
は
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
早
速
そ
の
場
で
平
げ
、
掌
に
つ
い
た
甘

い
粉
を
勿
体
な
い
と
ペ
ロ
〳
〵
と
舐
め
た
が
、
先
生
は
そ
れ
を
満
足
さ
う

に
見
遣
り
な
が
ら
「
ね
、
君
、
旨
い
だ
ろ
」
と
、
自
分
も
納
豆
を
つ
ま
ん

で
幾
度
も
口
に
ほ
り
込
み
、
後
は
大
切
さ
う
に
引
出
し
に
し
ま
は
れ
た
。

（
倉
島 

一
九
五
二
）

　

こ
う
し
た
児
戯
を
共
有
で
き
る
精
神
性
、「
通
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め

ず
「
甘
さ
」
を
包
括
す
る
大
衆
性
が
、
倉
島
が
菊
池
を
慕
っ
た
理
由
で
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
将
棋
と
い
う
苛
烈
な
競
技

を
尊
ぶ
「
一
フ
ァ
ン
」
と
し
て
大
衆
に
伝
え
る
と
い
う
態
度
も
ま
た
、
菊

池
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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